【可視化・スマート化】

　人間はおよそ9割の情報を視覚から得ているが、実際に目で見える情報を限られている。様々なものが数値化されビッグデータ化される現在、それらはリアルタイムに可視化される世界になっていく。ARグラスが必要化し世間に浸透することで、加速度的に可視化が進むことになる。

　ARグラスが登場することで、人々の情報取得はARグラスが中心となる。簡単な検索はスマホではなく、ARグラスの物体認識から自動的に表示されるように。飲食店などでは食品のアレルギーやカロリーなどの情報もARグラスを通して可視化される。食事の偏り、喫煙などの健康に害するものは、例えば予想増加体重や腹囲、減少した寿命など、その影響を１具体的な数値で警告される。ビジネスやコミュニケーションの分野でもリアルタイムの可視化は大きな変化をもたらすようになる。商談の場では商談の決まり具合を相手の表情から推定し可視化、より効果的に商談を進められるよう、担当者の趣味やFacebookに上がっている情報などもサポートとして表示される。プライベートの生活でも同様だ。家族や恋人、もしくはデートなど、相手とのコミュニケーションの際には表情から推定された機嫌指数が可視化され、言動のフィードバックが可能になる。機嫌を損ねたときはそれをカバーする情報も提供されるようになるだろう。つなり、言語やスキルセットを機械が適切に補完するようになっていく。上記のようなコミュニケーションに対する可視化やスマート化については、ARグラスのまえにZoomといったリモートコミュニケーションに先に実装されることになるだろう。

　人々はARグラスが当たり前の生活になることで弊害もでてくる。グラスを常時装着するため、鼻の付け根にはグラスの装着シミが多くの人に確認できるように。女性にとっては大きなペインとなり美容業界がソリューションを提供する。また、接する情報が爆発的に増加することで、休息時に情報を遮断する完全に文化が形成され、心身への影響も考慮した情報との付き合い方も見直されるようになる。

　情報との信頼性問題もさらに顕著に。膨大なデータが本当に正しいものか、検証されていることが重要になり、認定ビジネスが登場する。新聞社がテレビ局など、従来情報を扱っていた企業は自社のブラント力を活かし、認定ビジネスに取り組むようになる。
